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事故や病気によって脳に損傷を受けると、新し

いことが覚えにくくなったり、意欲が低下したり、

感情のコントロールが難しくなるなどのため、社

会生活の様々な場面で問題が生じることがありま

す。このような後遺症を高次脳機能障害といいま

す。目に見えにくい障害のため、社会の理解を得

にくいこと、したがって現行の福祉制度を利用す

ることが難しい点が大きな問題となっています。     

サークルエコーは、高次脳機能障害をとりまく問

題の中で、特に、日常生活にも援助が必要な人た

ちの問題に取り組んでいます。 

ṇ ṇ http://www.circle-echo.com/         
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http://www.circle-echo.com/
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私は、現在日本の集団支援施設や放課後デイなどで定期的にコンサルティングや発達・知的・自閉障が

い者の指導をしています。 

 以前は、スウェーデンのハビリセンターで、障害児教育の教師、作業療法士として、身体、知的、自

閉などなど、すべての障がいを持つ人々の支援を 42 年間してきました。2012年に高齢となった母の全

面介護のため、仕事を止めて帰国し、介護をしていましたが、３年後に母は亡くなり、その後スウェー

デンでの経験を生かしてコンサルティングをしています。 

スウェーデンにいた時に、スヌーズレンという特別な環境をセッティングする方法を学びました。こ

れは、人間が持つ感覚のすべてを適度に刺激することで脳の活性化や、欠如した感覚を補い、それによ

って障がいの症状を緩和するというものです。スヌーズレンという空間に身をゆだねると日常生活にな

い、異次元の世界が広がり、周囲が提供する感覚情報を体感し、処理し、環境に対する適切な行動や正

しい運動を引き出し速やかに遂行できるように自ら学ぶ方法です。 

環境を個人に合わせるためには、障がいを持っている人の乳幼児期の成長度を知り、原始反射の有無、

成長期のどのレベルか、ムラがあるかなどを確実に評価把握することが重要になります。面白いからと、

その人に合わない環境を整えてあげても無駄になるだけです。 人間の感覚の中には通常に言われる五

感覚だけではなく、深層部分にある筋肉や骨、関節などが覚えている感覚などがあります。バランスを

保つ、卵を壊すことなく掴む、自分と家具との距離が瞬時に測れ、ぶつからないなどなどです。高次脳

機能障害の場合は、後遺症でこれらの感覚が損なわれていることが度々あります。味が落ちる、記憶が

落ちる、言葉を聞き逃す、家具にぶつかる、転びやすいなど、そのために脳のどの部位に損傷があるか

を明白にしなければなりません。その原因を知ることで、個人のレベルに合わせたリハビリができるの

です。逆に言えば、症状をみていると、脳のどの部位が損傷しているかを当てられるほどの認識が専門

家には必要です。 例えば、簡単に言えば、しっかりしていた人が、病気や事故後、ぼーっとしたり段

取りが悪くなったり、そわそわしたりしているなどの症状が現れれば、脳の前頭葉の損傷があるのでは

と推測できます。 

また、話している言葉は理解しているのに、口から出てくる言葉はちぐはぐだったり、的を得ない会

話になったりで周囲の人を困惑させてしまう場合など、脳の言語をつかさどる左脳分野のブローカ中枢

（表現力）が影響を受けていることになります。このように、症状と脳の損傷分野は親密な関係にあり、

リハビリする時には症状を読み取ることが重要な資料となるのです。 

高次脳機能障害の場合は、病気や事故による脳損傷なのですが、重度の発達障害者たちのリハビリを

する時には、乳幼児の正常発達を知る事がとても重要になります。 

私は、現在、成人発達障害者が入居している施設で職員の指導をしていますが、例えば、常に手を口

に入れている入居者がいて両手はべとべと、手を口から放すと、今度は服の袖口を噛んでしまいます。

手の指は赤く腫れあがり、服はボロボロです。どうすればよいのかと職員は悩んでいるのですが、こう

いう行為は乳幼児のおしゃぶりをする頃の成長期で停滞しているのが伺えます。幼児は、手を使うこと

を覚え、両手におもちゃを持ち、スプーンやコップを持ち、食事をすることを覚えて成長します。この

ように成長すれば、手がふさがっているので自然に手が口に入らなくなるのです。 



1998年 10 月 9 日 第三種郵便物認可（毎月 3 回 8 の日発行）   2017 年 3 月 26日発行 ＳＳＫＵ 増刊通巻第 5733号   

          3        Circle Echo  vol.65  2017.3 

   

ṇ ṡ ṇ Ṣ 

 

ṇ ṡ ṇ Ṣ 

だから、職員が日常訓練をするには、口に手を入れるのをやめさせるというより、手にタオルを持たせ

たり、おもちゃを渡したり、ボールを渡して両手をなにか別なことでふさぐところから訓練するのが、

対応としては正しいと思います。 

このように、要因をよく知った上で個人のレベルに合わせて対応しリハビリするのが常です。 

高次脳機能障害の場合、歩行困難など身体的障害はもちろんですが、目に見えない感覚にずれが生じ

ている場合も多く見られます。記憶障害、空間認知障害、注意障害などなど。最近の医療界では、リハ

ビリには、外側からの影響、つまりは環境の影響がいかに重要であるかを言われてきています。それを

立証した中の一人が、脊髄損傷で歩けなくなっていたスーパーマンの主役クリストファー・リーブで、

彼は動けないはずの足で最終的にプールの中で歩けたことです。水中での自力で歩く姿の映像がテレビ

で放映されていました。つまりは、断絶されていたはずの脊髄に新しい神経回路ができたことへの証明

でした。これからも伺えるように、決して元に戻らないといわれていた神経回路や、脳細胞で壊死して

しまったと思われていた脳細胞が全滅ではなく、周囲の細胞や、あるいは細胞の予備軍が、外側からの

刺激で新しい働きをするようになる可能性が多いにあるということです。 

スウェーデンにいた頃、脳性麻痺の児童を受け持っていて、筋緊張のために手は長年握ったままにな

っていたのを、手術によって手を開き、様々な感覚刺激をするリハビリをしたことがあります。その人

は後日、冬の寒い日に生まれて初めて手が冷たいと感じたと話してくれました。すっかり眠ってしまっ

ていた感覚が覚醒してきたのです。とても嬉しく思い、二人で喜んだのを今でも覚えています。 
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ですから、どのような状態にあっても、環境がなす身体的訓練や感覚訓練は、個人の脳細胞や神経回

路を新しく蘇生させる可能性があるということです。あきらめて、何もしないとそれは眠り消滅してい

くことにもなりかねません。 

脳梗塞で、右脳を損傷し数字の記憶障害がでていた人がいました。その人はそれまで請求書の支払い

など全て自分でしてきたのですが、数字がわからなくなった後遺症のために銀行にも郵便局にも行けな

くなってしまいました。そこで私が訓練をしたのは、トランプカードで神経衰弱をして、最初は数枚、

徐々に枚数を増やしたり、サイコロを利用して出た目の数字カードをとってもらったり、数字のサイコ

ロで、出た数のビー玉をとるゲームなどしました。こうすることで、記憶への回路を新しく繋げていく

訓練です。長期に渡るものでしたが、ゲームですから、楽しくリハビリ訓練できました。 

こんな風に、記憶の反復訓練をし、腕の動かない人には外側から腕を動かしてあげて正しい動きを脳

に植え付けていくわけです。 

スヌーズレンという環境を設定するのは、さまざまな物が空間にあって、目には見えない感覚障害の

ある人が目で見てあれは何だろう？という好奇心が湧き、手で触ってみると感触が、柔らかさ、固さ、

冷たさ、etc を感じ、指で押すと音が出る物など、感覚で楽しめる物が豊富においてある部屋で楽しみ

ながら新たに感覚を習得できる部屋です。代表的なホワイトルームは、真っ白の部屋でライトニング効

果があり、部屋が七変化する多様な世界の部屋です。たくさんのボールがあるボールプールの中では、

身体にまとわりつくボールによって、身体認知（身体の大きさ、太さ、足や腕の位置など）が促進され、

バランスを失って転ぶと、再び立ち上がることによって体幹を自然な形で鍛えることができます。 

感覚を鍛える材料は、別に特別な部屋をつくらなくても、身近なところにたくさんあります。山や森

を散歩するだけで、足裏にはごつごつした山道があたり、バランスを保つのにとても良い体幹訓練にな

ります。また小鳥のさえずり、風のささやき、針葉樹の香など、すべてにおいてよいのですが、それだ

けを堪能できる山は数少ないと思います。観光地には、たくさんの人が山道を歩き、声がざわつき、舗

装までしている道もあります。後遺症を患っている人にとっては、集団やざわつく環境の中では、良い

物も逆に悪影響になる場合が多いのです。 

そのため、適度に刺激を与えられる人工的ですが個人に合わせた空間を創り出すスヌーズレンという

考えが、リハビリ訓練と並行して取り入れていかれると症状の緩和に繋がると思っています。部屋がな

ければ、コーナー、ベッド脇からでも感覚は訓練できます。試してみてはいかがでしょうか。 

 

 

☆    ☆     ☆    ☆    ☆ 

 

קּךּ ︡     ṕ ḭ Ṗ 

２月 15 日、今日は一家三人で河津桜を見に行ってきました。リュッ

クサックに、お茶とおにぎりを入れて、おさむしさんに背負ってもらい、

満喫して来ました。お昼になって昼食を食べ、リュックサックがまだ重

かったので、中身を確認してみると、池井戸 潤の『下町ロケット』の分

厚い単行本が入っていました。散歩なのに本を持って来てしまうおさむ

し。味 1 番という大根や青首大根、ブロッコリー、カリフラワーなど三

浦名物をリュックサックに入れて、ヒーフー言いながら帰ってきました。         

さぞかし、重かったことでしょう。笑ってしまう出来事でした。 

 



1998年 10 月 9 日 第三種郵便物認可（毎月 3 回 8 の日発行）   2017 年 3 月 26日発行 ＳＳＫＵ 増刊通巻第 5733号   

          5        Circle Echo  vol.65  2017.3 

   

 

לּ  פּ︡ כֿ   

➀ 「若いですね」。若い人の音楽リハビリに参加させてもらい、                  

楽しく歌っていて、先生からかけていただいたことば。 

（50代男性） 
 

➁「作業所の帰り、自宅近くでバスを降りた時に、小さい子が置

き忘れたお菓子を渡して上げたら、その子のお母さんからお

礼を言われたよ～｣と帰宅してから、うれしそうに話した。いつもは、すぐに忘れてしまうのに家

に帰ってきても覚えていたことは、私もうれしかった。      

      

➂ １月のはじめ、夜中の 2 時ころ、妻が「トイレ」と言って起き上がったので、一応、介助して済ませ

ベッドの布団を掛けてあげると、「起こしてしまったようで悪かったですね」と言われてしまった。

就寝の時はいつも布団を掛けてあげるなどの介助は必要なのですが、普段は、このような言葉は出

ません。また、自分のことも、こんな夜中によく目が覚め介助出来たな、と感心しています。 

 

➃ 僕の帰りが遅くなると、必ずヘルパーさんに「（だんなは）まだなの？」と聞くそうです。 

決して僕の前では心配する言葉はないのですが、ヘルパーさんの前では本音が出るようです。     

 

   ➄ 「半年の間に、Dさんと友情を育てていきました」 

10年も前のこと、短い期間ですが、息子と同世代の男性ヘルパーさんに来ていただいていた時期が

ありました。息子は、コンビニなどにはいることを拒否するなどのこだわりがありますが、それをう

まくやわらげていくつかの挑戦を成功させてくれました。ある日、少し後からついて歩くと、ことば

のない息子に「こんどはあのスーパーでアイスを買って公園でいただきましょう」など、ずっと話し

かけていました。そしてふしぎなことに息子もスッとそのコンビニへ。 

上のことばは、契約期間がおわった最後の日の連絡ノートの一文です。「友情」と書いた若いヘルパ

ーさん。私は涙がとまりませんでした。     

 

      

 

 
 

 

 

 

 

 

 

カオ作                       ヨシ作 

 

 

 
次の号も「うれしかったことば」を掲載予定です。 

あなたのうれしかったひとことをお待ちしています。 
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2012年８月 31日 15：30頃。家内が持病のてんかん発作（重積発作）により心肺停止( ７分間) に。 

埼玉医科大学総合医療センターに搬送・入院。そして 12月に国立障害者リハビリテーションセンター病

院へ転院。その後２か所の老健を経て、2013年９月より在宅介護生活。デイサービスやヘルパーの方々

のご協力をいただきながら今日に至っています。 

心肺停止による影響として、「低酸素脳症」を発症。いま現在でも、手足の運動機能、言語・認知機能に

大きな障害が残っています。 

具体的には「自立歩行はできず、手すりでもよちよち歩き」「文字が書けない」「言葉が思うように話

せない・声が出ない」「嚥下が思うようにいかず食事量減少」「外に出たくない・人と会いたくない」「も

のごとにやる気がない」･･･････。障害支援区分５、要介護４。生活には他人の介助が必要不可欠な状態

です。 

さらに最近は、食事摂取量がさらに低下。それに伴い体重も減少。直近の大きな悩みです。食事量減

少の悩みについては、以前もあるセミナーで大学の偉い先生にうかがったことはありますが「１日

1600kcal とればいいんです」とまったく臨場感のない答え。やはり、机上の学問だけでは現実の「介護

者の痛み」は理解できないのだろうと実感しました。 

以来、生活感・現場感のない先生の話はあえて聞かないようにしています。 

現在の私の生活上の最大の問題は、仕事と介護の関係。幸か不幸か、在宅介護スタートのタイミング

で、会社の顧客対応部署の責任者に異動発令。難クレーム対応をはじめ、顧客問題について会社トータ

ルでの対応が主な業務。当然、緊急を要する案件も多く、時間管理に難しさのある部門です。ケアマネ

ジャーの協力もあり、なんとか業務をこなしながらも介護とのバランスをとれるようになったと思った

ら、今度は自宅から少し離れたところに住む両親の体調が悪化。父親は白血病、母親はぎっくり腰・乳

がん・軽度の認知症。 

さすがにトリプル介護をしての仕事は無理と判断し、３ケ月、介護休職しました。 

復帰後の仕事は「企業としてのシニア推進」がミッションです。非常に興味深い仕事ではありますが、

まったくのゼロからのスタートです。ただ、一連の介護経験から学んだことは非常に参考にはなりまし

た。 

とはいうものの、働きながらの介護生活に変わりはありません。夜は何度となくトイレに起こされます。

もともと私自身、夜にトイレで目を覚ますことは多々ありましたが、自分で起きるのと起こされるのと

では具合が違います。慢性の睡眠不足で、会社では昼食後に居眠りすることもたびたびです。 

また、土日の週末はフル介護になります。しかも家内は嚥下の具合がよくないため、食事がまったく

進みません。だましだましで食べさせると嘔吐して、余計に食べなくなります。その繰り返し。まった

く思うようにいかないことが多いためにイライラも募り、家内のクビに手をかけようとしたことも二度

三度とありました。はっとわれに返った時の自己嫌悪は、とても言葉にはあらわせるものではありませ

ん。 

一方で仕事も新しいプロジェクトとはいっても徐々に結果を求められ始め、肉体的にも精神的にもど

んどん追い詰められていきます。奥様がご主人やご家族を介護されるケースも非常に大変かと思います。

私の場合、ある意味、そのご苦労とは異なった「苦難」のように感じています。 
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そんな中、ある書籍に出会いました。「迫りくる『息子介護』の時代」（平山亮著 光文社新書）です。 

そこに印象に残った一節がありました。 

「本当に欲しいのは、要介護の親がいても、今まで通り仕事に出てこられる制度なのだ」 

ここでいう「制度」は介護保険制度などの公的制度だけを指しているのではないでしょう。大切なの

は、書籍の中にもあったように、「コンフィデント」（自分の思いや考えを打ち明けられる相手）や「コ

ンパニオン」（介護の悩みや問題を聞いてもらうのではなく、楽しみを追求することに特化した関係）の

存在であると思います。特に、私のような社会性の乏しい無趣味な会社人間の家族介護者には不可欠と

感じます。 

サークルエコーの方々は、知識や経験、そしてネットワークともに豊富です。それぞれの地域におけ

る「コンフィデント」であり「コンパニオン」であることはできないものでしょうか。「ピアカウンセリ

ング」もそのひとつなのかもしれません。 

しかし、もっと気軽に、日常性の中に家族介護者をサポートできる仕組みができないものかと思いま

す。「いつでも」「どこでも」「誰でも」が、悩みを共有できるとともに、自分らしく生活できる環境、楽

しく生活できる環境づくりはできないものでしょうか。 

そんな社会的な仕組み、つまり家族介護者も含めたサポーター（支援者）をサポートする「サポータ

ーズサポート」こそ、これからの時代に求められる重要なキーワードと考えます。 

例えば、私がもっとも懸念していることは、「自分が倒れたら家内はどうなるか」ということです。子

供もいませんし、兄弟姉妹も仕事や事情を抱えており、はっきり言って共倒れになります。その意味で

も、私自身の心身の健康は不可欠です。 

特に「こころ」の病は深刻です。企業の健康保険組合に身を置いていたこともあり、そこは十分に理

解しています。自分ではストレス耐性はあるとは思っていても、身体は正直です。たまったストレスは

一気に爆発します。 

仕事と介護の緊張の連続の中から、少しでも解放されないものか。友人と食事をしたり、好きな映画

をみたり、本を読んだり･･････。 

これからは、自分自身の中でもそうした時間づくりをしなければと思っています。そのための組み立

てを、自分で調べたり、いろいろな方からアドバイスをいただきながら考えようと思っています。 

家内が倒れて５年目。これまでただただがむしゃらに突っ走っていた感はありますが、最近になって、

ようやく自分自身のケアを大切に思える境地にいたったと感じています。 

一番つらいのは障害をもった当事者の方々です。それは間違いありません。家内も自分自身を歯がゆ

く感じていると思います。外出や人と会うことを拒むのも、そんな思いがあるからかもしれません。 

しかし、もし私が介護離職をして家内の介護に従事したとしたら････････。 

おそらく家内は私に対して申し訳なさを感じると思います。 

「偉くならなくてもいいから、元気に、しっかり働いて、しっかり稼いで！」。 

うまく話せなくても、そんな声がかかるような気がします。 

その意味で、「家族介護者のケア」こそ、介護生活や障害をもった方々をサポートのためのキーファク

ターであると思います。それは私の自分勝手な考えでしょうか････････。 

 

つぎの「家族介護者のための 10か条」は、家内が倒れた時に、みつけたメッセージです。家族介護者

の心の支えであると思います。ご存知の方も多いと思いますが、拙文の最後に、私の心の叫びとして記

させていただきます。  
                                   次ページへ 
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ṕ ṇṖ ểỂּפ ẑ 
                                       10 פּ  

1.  あなた自身の人生を大切にしましょう。あなたの愛する人の病気や障害を四六時中あなたの人生の

中心においてはなりません。 

2.  自分に優しくすることを忘れないこと。自分を愛し、誇りを持ち、価値あるものと思うこと。あな

たは厳しい仕事をしているのですから、あなたのためだけの充実した時間を持ちましょう。 

3.  うつ病の兆候があるなと思ったら、迷わず必要な専門家の援助を受けましょう。 

4.  援助の申し出は、遠慮せず受けましょう。そして、してほしいことをはっきり言いましょう。 

5.  愛する人の問題を学習しましょう。情報はあなたに力を与えます。 

6.  気遣うことと、自ら介護することは違います。さまざまな機器の利用を検討しましょう。そして愛

する人の自立を促進しましょう。                      

7.  自分の勘を信じましょう。進むべき方向は大きく間違わないでしょう。 

8.  あなたが失ったものを深く悲しんだ後には、新しい夢を見ることが大切です。 

9.  介護者として、市民として、自らの権利を主張しましょう。 

10.  他の介護者からの手助けを受けましょう。一人ではない、ということを知ることは大きな力となる

でしょう。 

                β₈ ─ ╩ ≈ ⌐ ⌐≢⅝╢↓≤₉ ─ ╟╡ 

   

 
︡ כֿ   

                           

Ṯ נּ כֿ  ṯאל

娘がプールの事故で受傷して 22年、振り返ってみますと“少しでも良くしたい、早く良くなって欲し

い”の一心で、がむしゃらに走っていたように思います。ですから、生活環境を整える大切さに気付き

始めたのは、かなり年月が経ってからでした。 

きっかけはサークルエコーの合宿でした。私たちの会では全国に散らばる仲間とのコミュニケーショ

ンをはかるため、年 1 度の合宿を開催しています。 

受傷後 10年、娘の精神状態が最悪になり夫婦で悩んでいた時期の合宿で、高次脳機能障害に詳しい先

生に娘の現状をお話しましたら、一言「それは娘さんにとって環境があっていないからでしょう！」と

言われたのです。そして、「娘さんの環境を整えれば、それなりに落ち着きますよ！」と、こともなげに

おっしゃいました。素直でない私は“カチン”と来ましたが、重たい宿題をもらったようにも思いまし

た。 

その後、娘や家族の話を真剣に聞いてくださる精神科医に出会ったことや、高次脳機能障害に特化し

た事業所との出会い、また、同じ年代のヘルパーさんを探す事が出来たことなどの幸運で娘の精神状態

が落ち着きました。いつの間にか娘にとって良い環境が整っていたのです。私はこのとき始めて“環境

を整えることの大切さ”を痛感しました。 

また、サークルエコー設立10周年記念合宿から「大いに語ろう会」が開催されるようになり、これか

らの事、特に“住まい”について話し合うようになりました。私たちの会は、日常生活にも援助が必要

な人たちが多く、これからのことを本人に代わって専門家や家族、支援者で話し合うようになったので

す。話し合いでは多くの課題が浮き彫りになり、思うような答えはないのですが、それぞれが一生懸命
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考え、行動することの大切さを実感できました。そうした中、ビックリするようなことがありました。

なんと当事者が自分の現状や将来の住まいについて話し合ったのです。顧問の福島誠先生が絵や写真な

どをツールにして当事者の気持ちを引き出してくださいました。答えは表情や返事、言葉で伝えるなど

さまざまだったと思いますが、代弁者として将来のことを考えていた家族は驚きました！ 

私の娘は生活支援を受けている様子について、『（生活版ジョブコーチは）自分のためになっていると思

う。一人での外出はとても緊張するけど、スーパーで買い物が出来るようになって嬉しい。帰宅してカ

ギを開けて玄関に入ったときは本当にホッ！とする。料理作りは楽しいです。』 将来の住まいについて

は『素敵な人たちに囲まれて生活しているので、今の所が一番好き、だから、ここに住みたい！』と語

っていました。 

家族は将来の住まい方を考えていましたが、娘たち（多くの当事者が住みなれた場所を希望した）は

環境を問題にしていました。 

今回、これからの生活について聞いたところ『（ヘルパーさんに頼らず）料理をひとりで作れるように

なって自立したい。できるかな～？』と、以前より前向きの答えが返ってきました。自分の得意なこと

を生かして自立したいと考えているのでしょう。 

このことからも、家族が娘の今後の生活を考えるとき、本人の気持ちをしっかり受け止める事がなに

より大切だと思いました。娘の環境はこれからも変化する事でしょう。社会資源を使って環境を整える

事は非常に難しく、なかなか思うようになりませんが、本人の気持ちを大切にし、家族がその意思を持

って行動すれば道は開けると思います。これからも、その時々の娘にあった環境を考えて行きたいと思

います。 

 

Ṯ ךּ לּ  ṯאל

合宿では日頃会えない仲間と共通の悩みや情報交換をしますが、大変な思いをしているのは我が家だ

けではないことを痛感します。 

地方で暮らす仲間は社会資源の無いことを嘆き、高次脳機能障害を理解してもらえないことを悲しみま

す。でも、重度の当事者を抱えながら行政や医療関係者に訴え続けています。「頼もしいな！私も頑張ろ

う！」と思う瞬間です。 

共通の悩みに服薬の問題があります。エコーの仲間は重たい障害を持っている為、精神科の薬を多用し

ている者も多くいます。しかし、高次脳機能障害を理解していない精神科医も多く、薬の副作用に悩む

家族は多いです。 

私の娘は受傷後 1 年経った頃より精神的トラブルが強く出て、家族はその対応に明け暮れました。最初

の 10数年は、高次脳機能障害のことを理解していない先生が、あれこれ薬を出してくれたお陰で、いろ

んなトラブルを起し大変な思いをしましたが、今から 8 年前、高次脳機能障害のことを理解する先生と

めぐり会うことが出来ました。先生は親の話をよく聞いて下さいますので、相談しながら少ない量（な

るべく軽い薬）を一定量服用（トラブルが起きた場合は頓服的な薬を服用）し、今ではある程度精神面

を安定させることができるようになりました。時間はかかりましたが、薄皮をはがすように改善してい

ます。 

この経験を通して、合宿では薬の服用方法を考えてみることを提案しています。「高次脳機能障害者は

脳にダメージを受けているので薬の効果が強く出る場合があります（副作用も強く出る）。病気の人が服

用する量の半分（医師が処方する量の半分）からはじめてみてはどうですか？」と。 

エコーの合宿は、互いの当事者を見ながら、家族同志が智恵を出し合う場、これからも共に助け合って

行きたいと思います。 



1998年 10 月 9 日 第三種郵便物認可（毎月 3 回 8 の日発行）   2017 年 3 月 26日発行 ＳＳＫＵ 増刊通巻第 5733号   

          10        Circle Echo  vol.65  2017.3 

   

Ἑ ₳ 28 ₴↓ ὡ֗ ὡ ᾍ ֗˗  

2 17 ( )⁸ ◘fi◔▬ⱪꜝ◙≢ 2 כ♃כⱠ▫♦כ◖ה

⅜ ↕╣√⁹ ─ ꜞⱢ─ ─ │ ─≤⅔╡ 

29 10,655  

▪ ─ ┼─ ה   ▬ ╩  

► ─√╘─ ╩    ◄ ⅜ ⇔ↄ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡

╩ ⁸ ╩ ⇔√⁹ 

─ ─ ⁸ ⌐ⱴכ♥╩ כ♃כⱠ▫♦כ◖ ╩  

○ ꜞⱢ ≢│ ⅔╟┘ ⁹ ↑─ ─ ╩ ™⁸

⁸ ─ ↑─ ╩  

◌ ⌐ ∆╢ ╩⇔⁸ ╩ ⁸ ╩ ⇔√⁹ 

◐ HP─▪◒☿☻ │⁸H28/4/1 12/31( ﬞ )≢ 270,477 (26 1 ⌐ )  

29 ╙ ⅝ ⅝ ⌐╟╡⁸ ⅜ ⇔ↄ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡

⌂ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ ─ ≤⇔≡ ה ⅛╠ ה ╕≢─

⌐≈™≡ ∆╢⁹                   ⁸ ╟╡   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ȳɶȭɩȦȱɶ ˗ ֻ̝Ḹף     

11/19 64 Ṋ ḱḱ ṕ Ễḭ Ễḭ Ễḭ ṕ Ṗḭ Ṗ 

11/20 ṇ ṕ Ḳ ḭ ṇṖ 

ḱḱḱ ṇṕ Ṗ 

11/27 TKK ḱḱḱ Ḳ ṕ Ṗ 

12 /11 TKK ṇ ḱḱ Ḳ ṕ ḭ 2Ṗ 

12/17 ḱḱḱ Ḳ ṕ Ễḭ Ễḭ Ễḭ Ṗ 

01/11 ṡ Ṣ  ḱḱḱ Ḳ ṕ Ṗ 

01/16 TKK ṕ ṇ ḱ15 Ṗ Ḳ קּךּקּךּ ṕ ḭ 2Ṗ 

01/22  TKK ḱḱḱ Ḳ ṇṕ Ṗ 

01/25 TKK ḱ ḱḱḱ ṇṕ ỄṖ 

01/29 ṡ Ṣḱḱḱ Ḳ ṕ Ṗ 

02/01 TKK ḱ ḱḱḱ ṇṕ ỄṖ 

02/15 ṇ 65 ḱḱḱ Ḳ ṕ Ễḭ Ễḭ ỄṖ 

02/18 ṡּך רּ Ṣḱḱḱךּ ṕ ỄṖ 

02/18 ṡ פּ Ṣṕ Ṗḱḱ Ḳ צּאל ṕ ḭ Ṗ 

03/12 ṡ קּ Ṣלּךּ ḱḱ : ṕ Ễḭ Ễḭ ḭ ễṖ 

03/12 ṇḱḱḱ  ṕ Ễḭ Ễḭ Ṗ 

03/18 ṡMOMIṢḱḱḱ Ḳ ṕ ḭ Ṗ 

 

ḱTKK ḱ  Ḳ  
1/20ḭ2/10ḭ3/10 ṏ  
1/27ḭ2/3ḭ3/3ṏ  

ḱ  Ḳ  
1/15ḭ2/19ḭ3/19ṏ  
11/20ḭ12/18ḭ2/19ḭ3/19ṏ  

 



1998年 10 月 9 日 第三種郵便物認可（毎月 3 回 8 の日発行）   2017 年 3 月 26日発行 ＳＳＫＵ 増刊通巻第 5733号   

          11        Circle Echo  vol.65  2017.3 

   

         ̝ ֓қ 

3 月 12 日、東京都稲城市の地域振興プラザで映画会「風は生きよという」（宍戸大裕監督）が開催さ

れた。稲城市での上映会だが、エコーメールで情報提供すると、逗子市や横浜市などの会員もふくめ 8

名が参加．．．のはずだった。全員が会場に着く。Y 君は当然ながら落ち着いて入場。しかし、こうした

非日常に落ち着かないことが予想された K 君は、いったん入場したものの、やはり声をあげてしまい、

すぐにお父さんと廊下へ。D 君は、座席に着いたものの、多くの人が会場にいるのがうれしくて、こん

な場合によく見せるパフォーマンス（客席の周囲をぐるぐる回る）を繰り広げはじめた。あわてた主催

者側から「どうしたものか」と相談を受けたので、「暗くなって映画が始まれば着席するでしょう」と答

えたが、実際、その通りで、映画開始後は、さほどの問題はなかった。しかし、逗子から来た K 君とお

父さんは会場を後にするしかなかった。 

映画は、呼吸器をつけながら、地域に出ていく呼吸器ユーザーの人たちの暮らしや語りを通し、彼ら

がそんなにも自然なら、社会の側も自然に受け入れればよいのだ、と教えてくれる。 

画面の中で、呼吸器をつけながら、さっそうと街をあるく市民としての生活をみせる海老原宏美さん

は、さきほど、平成 28年度の「東京都女性活躍推進大賞」を受けられた。海老原さんは、小池都知事へ

の手紙の中で、「重度の、進行性の障害を生まれ持った私の使命は、華々しく活躍するパラリンピック

選手や、個性的な芸術活動をおこなったり、起業したりする障害者のようにスポットライトを浴びて社

会に広く知られるようなことのない、もっと重度の障害者の、社会における存在価値を、確立すること

だと思っています」と書かれている。 

 映画のあとの講演は、出演者のひとり、小田政利さん（自

立生活センター北代表）。筋ジストロフィーの障害があり、

24 時間呼吸器を使用しながら、東京都北区を中心に、障

害をもつ人の自立生活を支援する事業所の代表をつとめ

ている。小田さんのてらいのない語りもすばらしかった。

私は手を挙げて、今日、会場に来たサークルエコーの当事

者たちのことを話したかったが、私が立ち上がれば、また

も動き出してしまうエコーの当事者のことを思い、そそく

さと会場を出るしかなかったのは残念だった。彼らにとっ

ての地域社会とはということもあらためて考えさせられ

た映画会であった。             （田辺） 
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● 2009年 5 月、スウェーデン脳損傷福祉事情の現地視察へ行きました（TKK企画）。病院や作業所、

至るところで「スヌーズレン」が活用されているのを見ました。一方、サークルエコーには、若

いのに高齢者向けの療養型病院で放置に近い状態にされている人のご家族からの悲鳴も聞こえ

てきます。どんなに重い症状の人でも、感覚をゆさぶり、刺激し、大事にされていることが感じ

られる方法はあるのだと思いました。                     （Ｔanabe） 

● 実際にされている方も多いと思いますがパソコンでの検索は「音声入力」で行うのが便利と思っ

ています。動植物のこと、テレビ・新聞でわからない用語を調べる時は辞書ではなくパソコンの

前で「スズメバチの生い立ち」などの言葉を発して調べています。 周囲の人は何をひとり言い

っているのかと一瞬思うかもしれませんが。                              （Ｔakahashi） 
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